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（AL 関連の実践）【中学/保健体育】体育実技授業における今後の在り方への試み 

－「頭と体で汗かこう」－           小倉丞太郎（桐蔭学園中等教育学校） 

  

溝上のコメントは最後にあります 

対象授業 

・授業：中学 1年生 保健体育 

・生徒数：３４名 

 

第1節 授業の目標 

本校では、週３回の保健体育授業を３種目３教員の通年で授業展開しております。その中で、

特に中学 1 年次においては、各種目の知識や技能以外に授業内でのルールや秩序の確立に重きを

置いて３教員で連携を取りながら進めています。また、教科を越えて授業においてのＡＬ授業の

基礎作りも全教員の共通意識として取り組んでいます。 

授業展開としては、生徒の運動能力の低下や偏りなどを感じることから、「動き作り」をウォー

ムアップに取り入れています。回転運動やバランス体操などで、怪我の予防につながる身のこな

しの習得につなげてもらいたいと考えています。 

ダンス授業としては、年間目標を以下の３つとしています。 

① 己の能力に適した課題を持ち、気持ちを込め、皆で楽しく踊ることができるように心掛ける。 

② お互いの良さを認め合い、協力して、練習や発表することができるようにする。 

③ 言語活動を行うことで、己の姿を客観視し今後の課題を探すことができるようにする。また、

他者とのイメージの共有ができるようにする。 

④ グループや自己の能力に適した課題の解決を目指して、練習や発表の仕方を工夫することが

できるようにする。 

 

第２節 授業実践例 2017 年 11 月上旬頃 
 

単元の目標： 

〇動き作り     ・滑らかな回転運動と姿勢の良いバランスを保持できるようになる。 

〇ジェスチャーゲーム・与えられたテーマを少人数で表現できるよう協力しダンスを創る。 

         ・対称の動きを取り入れることができる。 

         ・他のグループの発表を観察し、自分の意見を伝えることができる。 

         ・クラスメイトからの意見を丁寧に傾聴することができる。 

授業の流れ： 

①ウォーミングアップ   ８分 

 〇体操・柔軟・動き作り（ブリッジ、三点倒立、後転、倒立前転）を行う。 

  留意点ブリッジ 後転時の着手の導入となっていることを理解する。 

     三点倒立 足は抱えて腰を浮かし、バランスが取れれば足を伸ばしキープする。 

     後転   手で床をしっかり押して、つま先で着地からポーズを決める。 
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     倒立前転 床を見て前後開脚で踏み切り、頂点でつま先を揃えると同時に目線をお腹

に向け体を丸め回転からポーズを決める。 

 

 

②本時テーマと流れの説明 ８分 

 〇４人×８グループを決め、各グループでまなボードとマーカーを準備する。 

 ○本時の流れと対称の動きを理解する。 

各グループ２人組を２つ作り、お題についてのジェスチャーを８カウント×２ずつ創作し、 

入れ替えを８カウント×１で行い、グループで合計８カウント×５を完成させる。その中二 

人組での対称の動きを含むことと、二人で協働することを＋αのテーマとする。 

留意点 グループ毎にテーマである「対称」「協働」を記入し強調する 

 ○各グル―プにお題を発表 

③創作 15 分 

Ⅰ イメージ TIME(2 分) 

 各グル―プで、まなボードにお題についての連想する物、事柄をできるだけ記入する。 

 書いたものの中からジェスチャーするものを２つ決める。 

 Ⅱ  創作 TIME(12 分) 

  留意点 創作時の約束を確認 

 

  

 

④発表 10 分 

Ⅲ  発表 TIME 

  留意点 観客役 手拍子やコールを全力で行い雰囲気を作る 

         演技の良いところを探す 

図１ 授業の様子 

図２ 授業の様子 
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      演技役 照れずに堂々と発表する 

          終了後の意見をしっかり聞く 

 

 

 

  

⑤まとめ ５分 

 ○振り返りシートの記入 

 ○見学者からの総評 

 ○授業担当者からの総評と次回の予告 

 

 

第３節 グループワーク・振返り 

 授業にグループワークや振り返りシートの記入を組み込むことにより、時間的に活動量を維持

できるかがポイントと考えていました。活動量を増やす「体で汗をかく時期（１学期）」と、グル

ープワークなどのアイデアを表現する「頭で汗をかく時期（２学期）」と分けて、仲間と協働の「創

作ダンス（３学期）」に分けることで、年間授業のメリハリになりました。ペアワークなどの意見

交換を取り入れることで、体育実技が苦手な生徒もそれぞれに課題やテーマが出て来たので、授

業への参加意識が高まってくれたことが何より授業展開をしていて嬉しく感じたことでした。振

り返りシートの記入では、授業の内容をまとめることでの授業の確認・反省に加え、前授業と本

授業の流れを視覚から確認することができ、各授業のスムーズな進行に繋がっていると感じます。

また、コメントを残すことで生徒との信頼関係を構築するうえで大きな後押しになっていると感

じています。 

 

図４ 発表の後、即座に教師が動画を見せて動

きをフィードバック 

図３ 発表の様子 

図５ ふり返りの様子 
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第４節 授業で大切にしていること 

① 「明るくマジメに」 

 一番大切にしていることは、「明るく真面目に」の雰囲気作りです。ダンスという種目の特性と

中学１年男子対象であることを考慮すると、リズムに乗って踊ることへの照れ・恥じらいや、失

敗することへの怖れなどの壁を乗り越える「休み時間のような明るい雰囲気」と、体育授業とし

ての安全管理をふくめて真面目にやっている生徒が嫌な思いをしないような「一生懸命取り組め

る真面目な雰囲気」の共存を目指しています。その実施に際して、授業構成については「１０～

１５分×３」の枠組みを基本にして、活動ははやく説明はゆっくりの「授業テンポ」を心掛けて

います。生徒掌握については、安全管理から逸脱する危険行動の「約束事」の徹底と、授業の流

れを止めずに秩序を保つための「ユーモアのある事前指示と笑顔の牽制」により生徒の行動の全

てに目が届くように努力をしています。 

  

② 「頭と体で汗をかこう」 

身体活動の上達において、達成目標の明確なイメージ像を作り、生徒が自らの身体活動を客観

視し、自らのイメージとの差を見つけ、差を埋めるためのアプローチを思案し、やってみるとい

う５つのプロセスが不可欠と感じています。このサイクルの構築サポートになるのが言語活動と

考えています。不得意な生徒や壁にぶつかっている生徒は、活動目標が明確でなかったり打開策

を講じることができなかったりすることが多いので、頭の中を整理して次への展開を考える思考

の展開を支える言語活動は体育授業の実践の場で効果をあげている実感があります。最終的には

身体活動中にも頭の中ではこのサイクルが円滑に行えるように言語活動を中心に、頭でも汗をか

いていくことを大切にしています。 

 

第５節 課題 

 学期が進み、ペアワークから少人数や大人数のグループワークに移行していくにつれて、参加

ができない生徒がでてきてしまうことに対して、改善をしていかないとならないと感じています。

当人の参加意識に加えて、参加出来ている生徒に対しても他者を取り込むことへのアプローチを

掛けていきたいと思います。また、生徒主体の時間が多くなるにしたがって、授業秩序や危機管

理の面への懸念は教員主導より膨らんでくると考えられるので、事後対応が少なくなる工夫や仕

掛けは引き出しを増やしていく必要があると感じます。 

  

第６節 今後の展望 

 AL 型授業で構成するようになってから、生徒の考え方や感性に触れる機会が多くなり、生徒の

内面と相対する機会が増えていると感じます。表面上の行動の部分だけでなく、その生徒の内側

の部分を承認していくことが、生徒自身が自分と向き合うことへの促しになり、成長への足掛か

りになると感じます。人として成長を促すことの目的を達成するために、各教科各授業での専門

知識の習得を手段として、教科の垣根を越えて取り組んでいくことが人を育てる教育になってい

くと考えます。 
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溝上のコメント 

・体育のアクティブラーニング型授業の紹介である。教室でおこなう保健の授業にはアクティブ

ラーニングを導入できても、体育ではできないといわれることがある。体育は体を動かしていて、

アクティブラーニングそのものだという浅薄な理解も時折耳にして気絶しそうになる。小倉教諭

の体育の授業は、言語活動を採り入れたアクティブラーニング型授業である。以下見ていこう。 

・アクティブラーニング型授業をおこなうのに、生徒の気持ちを授業冒頭で盛り上げておく必要

がある。小倉教諭は、図１に示すように、回転運動やバランス体操などで「動きづくり」をウォ

ーミングアップとして組み込む。「体育の授業だからできるんですね」というコメントは短絡的で

ある。体育の特質をアクティブラーニング型授業の型にうまく流し込んだ好例だと見るべきであ

る。何より体育にアクティブラーニングは無理と思う体育教師が多い中での実践である。それを

考えると、この点だけでもすばらしいと感じる。 

・私は通常、授業を見学しながら写真を撮り（図１～５は私は撮った写真である）、その時間内に

PC で写真を貼り付け説明をつけた講評スライドをつくる。ところが、小倉教諭の授業はポイント

が多く授業展開がはやく、写真撮影と講評スライドの作成が追いつかない。一言でいえば、授業

テンポがいいのである。小倉教諭は次のように述べる。 

「授業構成は「「１０～１５分×３」の枠組みを基本にして、活動ははやく説明はゆっくりの「授

業テンポ」を心掛けています」 

 授業の展開をすべて頭の中に入れ、授業前に頭の中でいったんシミュレーションをおこない、

授業内ではそれを計画どおり淡々と展開する。そんなイメージである。それでいて、生徒の細か

な動きをよく見ており、細やかな指示をいくつも与える。傍から見ていて安定感を感じる。 

・教師が説明をするときの生徒の注意力（アテンション）がとても高い。生徒が教師の説明を集

中して聞いているのがよくわかる。 

 

 

 

・図２でまなボードに連想する物、事柄を記入させている。いきなり創作ダンス（協働の学習）

をさせるのではなく、いわば個・協働の学習をおこなったうえで、創作ダンスをおこなわせてい

る。個－協働－個の学習サイクルの変形版だが、アクティブラーニング型授業の基本形をふまえ

た一コマである。 

・図３で創作ダンスの発表をおこない、その後教師は撮影したタブレットの動画を生徒に見せて

フィードバックする（図４）。運動系の部活動ではおこなわれているものだが、それが体育の授業
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でも見られる。ICT を用いるがゆえの技ありの一コマだ。 

・図５のふり返りシートは連記式になっており、ポートフォリオ的に毎回の授業記録として残し

ていけるようになっている。 

 
【参考ページ】 

 （桐蔭学園の教育改革）個－協働－個の学習サイクル（関谷吉史） 

 

プロファイル 

 

 

・ 小倉丞太郎（おぐら じょうたろう）＠桐蔭学園中等教育学校 

・ 一言：授業を作るうえのテーマは、「全員参加」です。特に、体育

に苦手意識をもっている生徒が積極的に活動してくれることを最

優先に考えています。そのために生徒の成長幅に目を向けて、一人

一人が成長の実感がもてる授業が展開できるように心掛けていま

す。 


